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奈良先端大バイオサイエンスD棟外壁改修工事

工事概要

1.工事場所棄良県生駒市高山町8916 地の5

2 完成期限令和 9年

3 建概

物名称

ヱ種

構造

階数

2月

築面積市

藍ぺ面州

消防法施行令別表第一の区分

改修面積市

建築甚準法による

26日(金)

(棄良先端科学技術大学院大学生駒団地構内)

4 工事種目

(シ印の付いたものが対象工事種目

建別及ぴ屋外

バイオサイエンスD棟

改修

訳

7

867

6 015

⑦項

6 015

種目工

2 仮設工

3 防水改修工

4 外壁改修工事

5 建具改修工

・ 6 内装改修工事

(D 7 塗装改修工事

・ 8耐震改修工

Φ 9 環墳配庫改修工

・プール改修工事

気設備工

・機械設備工事

・主材料の製

造所の仕棟

章

1 Φ適用区分

目

工事種別

バイオサイエンスD棟

一式

一式

一式

6 置保安枝術者、
工事用電力設備の

保安責任者

準法に基づき定まる圧力及ぴ積言荷重の算定には次の条件を用いる.
風圧力

肌連(YO* 32 m/き)
地表画粗度区分(・ 1 ・Ⅱ(D血・ N)
積言荷重
平成12年5月31日建雀告示第1455号における区域別表(32)30岬(棄良県)

5.指定郁分

特

6

(1 3 3-4)〔1.3.3-4]

この工事現場に下記いずれかのを有,る電気保安技術者を選任,る.

項目名

1 算3 電気主任技惰者以上の資格を有する者

2 1叡電氣工事算工管理技士の資格を有する者

3 高等学枚又はこれらと問等以上の教育箆設において、電気事業法の規

定にづく主任技術者の資に関する省令 7条 1項各号の尋目

を修めて牢業Lた者

4 旧電事技術者検定纓定須による高圧電気工車技柄者の検定に合

格した者

公益事業局長又は遜南塵業局長の定を受けた高圧試験に合格した者

第1租置気工事士の貴格を有する者

2紐電気工事算工管理技士の資格を有する者

第2租電気工事士以上の資格をする者

短期大学著しくは高等門学校又はこれらと同等以上の教施設の電

気工学以外の工学にする学料において一般電気工学実験を含む

にする剥目を修めて卒業した者

工事用電力を編外から引き込む場合は、法令に甚づく有資格きを定め、督融員に報告する

記

成工期

Ⅱ 工事仕様
1 共通仕様

1 国立大学法人棄良先端科学技術大学院大学工事請負等契約細則の工事請負契約茎準、現場説明書、

図面_」2_牧及ぴ本特記仕様書 2 教によるほか、下記仕様書のうち、 0印の付いたものを
用する.

(シ公共築工事標準仕様書(建工事(令和7年駈X以下「標準仕様書」という.)
(D公共築改修工拳仕棟書(工事緬)(令和7年版X以下「改修標単仕様書」という.)
6文都科学建工皐仕楳書(特記墓串X令和7年版X以下「文科仕楳書」という.)
(D文都科学省改修工事標準仕棟書(特記甚準X令和4年版X以下「文科改修仕様書」という.)
(シエ事写真 飢(令和5年弱
・建物解体工共通仕様書(令和4年版)

(D建築工串詳細図(平成28年胴

事

・無

一式

項

・無

一式

・有

・有

対象都分
指定却分工期

令和年

Φ施工条件

令和

月

年

日

2.特記仕様

0)本特艶仕楳書の表記
"項目は、Φ印の付いたものを適用する.
2〕特記は、(D印の付いたものを適用する.

・石紬含有材の調査

月

曜日

この工事現場では、次の施工条件による.

現場説明書別紙2による

4)発生材の処理等

日 曜日

@印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する.
(D 印と亀)印の付いた場合は、共に用する.

電気保安
枝術者

3)特記に記載の 内表示は、準仕様書の当該目、当該図又は当該を示す.
内表示番号は、改標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す.特記事項に記載の
)) 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す.特記項に記載の((

梓記項に記粧の[[ ]] 内表示番号は、文科改修仕様書の当談項目、当骸園又は当該表を示す.

4)回印は、「国等による環墳物品等の達の椎進等に閏する法倖」平成12年法倖第100号に
づく「琢墳品等の達の推進に関する基本方針(令和4年2月25日変更閣決定)」に定める
特定達物品における判の甚皐(特定鵠達品目「公共工」においては表1中の品目ごとの判
断の基羊)を満たすものを示す

[1.5 1]事前詞査

工事着手に先立ち、あらかじめ国係法令に甚づき、石鵜含有建材の事前詞査を行う
貸与資料

分析による石艶含有建材の調査

分析対象

アウチノライト、アモサイト、アンソワイライト、クリソタイル、ウロシドライト、

トレモライト

分析方法

仕上螢料

使用量

(1 2.1)[1 2.1]

ロ)引渡しを蔓するもの

1)品名

引渡L先

集積場所

(2)特別産桑廃棄

1 品名

処理方法

、^

^●^
^●^
^0^
^●^

Φ技能士

3)

1 品名

6 環への配盧

訂正

なし

使用笥所

4 貴化を図るもの

1 品名

受入場所

2 品名

場において再利用を図るもの
なし

村料名

令和

タイル下地モルタル

外吹付村

C)ー・工程の範工の珪認
及び報告

(1.3.5)[1.3 5]

サンプル敷 1■所あたり3サンプル
操取所

・図示による・監督員の指示による

なし

年

5

定性分析方法

(JIS A 1481-1)または

UIS A 1481-2)

月

モの他発生材については、標準仕様書に従い、

0.4.1)【1.4.1]

藁内都に侵用する材料等とは、設計図書に規定する所要の品賢及び性艇を有すると共に、

次の①から④を満たすものとする.
①合板、ホ系フローリング、造用パネル、集成材、板積層材、 MDF、バーティ
ウルポード、その他の木質建村、ユリア柑胸板、壁紙、接着剤、=材、提衝村、

熱材、塗料、仕上建材は、アセトアル〒ヒド及びスチレンを発散Lない又は発散が極

めて少ない材料で、設計図書に頬定する「ホルムアルチヒドの散倣量」の区分に防じ

た村料を侵用する.

②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

使用する.

③接着剤は、可塑性(フタル酸ジー"ーづチル及びフタル酸ジー"ーエチルヘキシル等

を含有しない離揮晃性の可塑剤を除く)が添加されていない村料を使用する.

④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什号は、ホルムフルデ
ヒド、アセトアル〒ヒド及ぴスチレンを発散Lないか、発散が極めて少ない材料を使

用Lたものとする.
(1.4.2)【1.4.2】

0)本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、適常有すぺき品質及

ぴ性能を有するものとする.

(2)製品名が記魚された村料は、当該製品又は問等品を使用するものとし.同等品を使用

する場合は督轍員の承諾を受ける.

(3)標準仕揮書に記触されていない特別な村料の工注については、村料製造所の摺定する

工法とする.

(4)本工事に使用する村料のうち、(5)に指定する村料の製造所等は、以下に指定する

を満たすものとし、その証明となる賛料を監員に提出して承諾を受ける

ただし、あらかじめ壁督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない.

・品及び性能に間する試験データ安整儀していること.

・生産施設及び品質の管理を切に行っていること.

法令等で定める許可、認可、認定又は免許を得Lていること.

・製造又は施工のがあり、モの信顛性があること

・安定的な供給が可詐であること.

亮、保守等の営業体制を整えていること

(5)曳造所等に関する料の提出を求める村料

日

なし

C)施工の検査等

適用工事種別

タイルエ奉

(1.5.4)[1.フ.4]
標単仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工程については、施工の確認及ぴ報借を

監督胤員に行うものとする.

を行っ工程 考備の

外壁調査了時

(外壁補修施工前に全面打診調査をおこない、外壁調査告書を曹督職員に提出すること)

(1 3 11)[1 3.12]

C)村料の品質等

(D 施工の立会い

定量分析方蓬

UIS A 1北1-3)、

(JIS A 14814)または

(JIS A 1481 5

箇所

(笥所

笥所

(1 5.5)n.7 5]

標羣仕様書等に定めがあるもの以外で、まに示サ妬工については、監督職員の検査を受ける.

外改修工事完了後(足場飢体前)

切に処理する.

(D 完成時の擾出図書

a.5.フ)[1

皐仕揮婁等に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項については、

立会いを受ける.

働考施工の立会いを行う工程

技能検定の極別

タイル張り技能士

2)完成写真の撮影に闘する薯作者の権利については次のD 及ぴii)によることと

し、受注者は撮彫者等との契約に当たってもそれらの承諾を条件とする.

i)提出された写真は、国が行う亭務及び国が認めた用途に閏して、無償で利用する
ことができるものとする.この際、薯作者名を表示しないこと及ぴその利用に必蔓

な範囲で改窒を行うことができるものとする.

ii)受注者及び撮影者等は、影時に取した全ての真(擾出Lていないものを含
む.)及ぴモの改窒、複製を公表、関、渡モの他一切の方法により第三者

に陸用させてはならない.ただし、あらかじめ発注者の承諾安受けた場合は、この
限りではない.

3 電干勅晶の封象は上記によるほか、監督職員と受注者でを行う.

4 電干成果品は、提出前にウイルス封策を実施したうえで職員に橿出する
5 提出方怯及ぴファイル形式は以下による.

置子媒体:帥゛又1如卯弔

C即〒ータ.^、0灯及び^

がめナ・式の

外壁調査完T時

1.5.2)[1.フ.2]

次の図書を監督職員に提出する.また、モれらを本工事目的

利については、発注者に委譲する.
完成図

●CADデータ 子軸品及ぴ子〒ータ(POF形式)
ΦA3版障園
・A1版啄図
でメ3複写図 製 詞

,A1複写図 製
2 保全に関する料
子データ(円F形式
(DA4ファイル綴じ 郁

3)工写真(r工写真 額」による.)

(源本〔電干媒体)
(シアルバム(紙又は子媒体) 1 部
4 完成写真
工完成時に次の写真を影し、監

撮影部位

及ぴ箇所敷

2
Φ足等

※主村料の製

造所の仕橡

材料の検査等

No scale

[2.2.η[表 2.2.1]

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足の設置に当たっては、同ガイドライ
ンの別紐1「手すり先行工法による足場の組立て等に闘する甚皐」における2の②手すり

据置方式又は③手すり先行用足場方式により行う.
外都足場

C激置する
(設置鼎囲 C)工に な範囲 図示による

・設しない

防理シート

C數置する
(範囲(D工畢に必要な節囲 図示による

・設置しない

内郁足場

・設置する

※脚立、足場板

(^置しない
・材料、撤去村等の運搬方法

E種種別・A種・B種・C種 D種

利用可艶なエレベーター (・図示による^

(・回示によるD種 利用可能な段

[2.3 η養生方法等

で滝存都分
養生方法^ニルシート、合板
既存家具、既存設備等

美生方生(※ビニルシート等

・既存ブラインド、カーテン等

美生方法(・ビニルシート等

保管場所(・図示による

・固定された備品、机、ロッカー等の移勘

図示による

旺存部分に汚染又は損侮を与えるおモれのある場合は養生を行う万一損傷等を与えた
場合は、受注者の貴任において達やかに修復の処を行う

材料の製

造所の仕様

高日射反射

率勗水

特一01

※主村料の

造所の仕禅

フ.刀

員の

[3.6.2、 3]

償考

賎気装置

・設ける

・霞けない

改修用ドレン

設ける

設けない

脱叢

・霞ける

.けない

材料名

1.フ.1~3)[1.9.1~3]

にし使用するための権

宅ミ

(D既存都分の養生

外楓正

⑦笛所

形式・サイズ

(^子〒ータ U陀Gワル
カラー・圧縮畢14程度)

カラー印紙キャビネ判

C沖ラー印画紙キャビネ署
Mアルバム級じ(注)

・カラー木製パネル半切

(324 × 4^1")

(滝子データ U先Gフル
カラー・圧皐14程塵)

・カラー印聞紙キャビネ判

Cメラー印画紙キやピネ判
Mアルバム綬じ(注)

・電子〒ータ

(1印フルカラー)

・カラー印価紙キャピネ判

A4アルバム綴じ

憲用する

上記と具なる

外都:4箇所

内部:0 所

各改修面

接着性試験

遜笥易接着性試験
性試験・引

員に提出する

団素数擾出

セット数及び画質篤

{1 4 4 [1 4 4]

働考

工事名

外都

内部

程度

3

・施工数量餌査

蓋用する
所

箇所

図画名林

(注)のアルバムは併せて作成する.

5)施工図・施工計而書・完成図書一式

(ヲ電子データ(^彩式)
●A4ファイル綴じ 齢

電子納品は次の規定に従うものとする

1)貸与する設針図のCめチータは以下による.

作者名.棄良失端科学技術大学院大学

B 既存下地の処理

45卯X3000

ピウセル以

上で団像補

正を行った

もの

査範囲

・園示による

調査方法

・図示による

既存都分の破壊を行うた場合の補修方逃

図示による

調査告書提出都数・1部

[3.2.6】既存下地の補修所の形状、長さ、敷量等

・園示による

POS工法及び印S1工法(機械的固定方法)の既存保護屬を撤去L防水層を非撤去とした立上り
都等の処置※改修準仕様婁326(4)付Xι)Φ一③による
霞悌橿斜架台、配管受郁、バラペウト、貫通バイプ回り、手すり・丸環の取付け郁、堵屋出
入口部等の欠損都及び肪水層末端郁の勧まり部の処理

豪監督員と地議する

(:皿示による
高圧水洗に使用する高圧水焼機の性離.水圧10岬.以上
入隅の樗修及ぴ処理:既存入縞に画取りしてある場合、不良都は既存と間村で
補修すること.尚、不良部が広範囲にわたる場合は、搬去の上、ケレン清掃する
こと.

奈良先端大バイオサイエンスD棟外壁改修工

建策完成写真

実績が

ある者で、監

督轍員が承諾

する撮影粂者

ワアイル影式

12帥X 960

ピクセル以

上かつ撮影

した〒ジタ

ルカメラの

設定のうち

最高の画質

貸与条件:貸与するC舶〒ータを本工における箆工図又は完成図の作成の

ため以外に使用しないこと

特記仕様

[3 1 4](3.フ.2、 3、フ、釘

()塗膜防水

シーリング材の糧頻(記号)

( 1 )

成図:DXF又は^形式及びPOF倦式工事写真゛PEG形式

任童

新設防水の種別

改修斬設

工法種別

X-1

・ X-2

・ PO×・ X-1H

・ X-2H

課長

国立大学法人

^

【1.6.2、 3]

^^

4

C)シーリング

所

・ X-1 段

(江4X -2 踏面.蹴上
. X-1H 踊場

. X-2H 立上りHI

4)下地整は不陸をポリマーセメントモルタルで早滑に補修する
塗載の2偶を込む

シーリング改修工迭の種

・シーリング充填ヱ法

ぐ》ーリン 充填工法

・拡幅シーリング再充填工生

シーリング材の種、施工箇所

下以外は.改修標準仕様書表371による

施工箇所

示

奈良先端科学技術大学院大学

専門職員^係

卑塵

令和8年7月

園西番号尺

種頬

仮
設
工
事

所
所
所

価
箇

防
水
改
修
工

Φ
Φ

各
章
共
通
事
項

5
'
7
8
9

Φ
φ
Φ



調査範囲 f1 6.2、 3]

改修範囲

・図示による

調査内容

ひび割れの幅及ぴ長さを面に表示する.また、ひび割れ郁の奉動の有無、罰水の有無及び
鯖汁の諏出の有無を調査する.

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては淳き部分を表面に表示し、また欠損都の

刑状寸注等を讃査する.

コンウリート表面のはがれ及びはく落部を壁西に表示する.

塗り仕上げについては、コンウリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく都を面に
表示する.また、既存塗填と新短上塗材との適合性を破認する.

既存部分の破壊を行った場合の補修方注

・図示による

胡査書(出郁敷 G1都

6その他

-3 ひび割れ都改修工生

Φ工事範すぺてのガラス面は清

・胴注入工法

工法の橿

田自動式低圧エポキシ
樹腐注入工生

・石含有

除去工事

手動式エポキシ樹詣

注入工法

・榎械式エボキシ樹詣

注入工法

ひび割れ幅

0.2以上一1.0 以下

イオン〒'*'ジト除去)を実サる.

-4 @既存タイル張りの撤Φ範囲は施工前調査による撤去範囲は下地モルタルまで

注入状況の認方法

豪コアの抜取りを行う

抜取り敷

崇長さ5^ごと及びモの婚敷につき1

抜敢り郁の補修方法

楽園示による

・Uカットシール村充壊工法

シーリング材

完填材料の種顕

豪1成分形又は2成分形ポリウレタン系

シーリング材のうぇにポリマーセ〆ントモルタルの充填

・行う・行わない

シーリング材の賦験は改修埠仕様書3章防水改修工事による.

・可とラ性エポキシ樹空

・シールエ法

・パテ状エポキシ樹胞
・可とう性エポキシ樹腐

0.2以上一0.3 素満

0 3以上~0 5 素

05以上~10 以下

注入口闇

^2卯~3卯

(Dひぴ割れ部改修工法

4.1.

(酬旬

.50~1伽

・1伽一2伽

.150-250

4 [4.3 5、 6、フ、釘

注入量("U.

.30

Φ欠損郁改修工法

・胎種

・ 40

70

・130

島注入工法

工法の顛

@ 自動式低圧エポギ
駈注入工法

C漉埴工法
(江ポキシ樹吻モルタル
・ポリマーセメントモルタル

・モルタル竺替え工注

現場詞合材料

(セメントは改修特記仕様書8-2 コンウリートエ事による

・旺調合材料(

既製目地村

・使用する(影状・図示による

仕上げ厚又は全塗厚が25間を超える場合の櫓置

※図示による

・手動式エポキシ樹腐

注入工法

械式エポキシ尉

注入工法

C)淳き部改修工注

ひび割れ幅伽叫

0.2以上~1.0 以下

()欠損部改修工法

注入状況の破認方法

※コアの抜取りを行う

抜取り敷

楽長さ500§ごと及びモの堵數につき1

抜取り却の補修方法

図示による

ぐ)タイル部分張替え工法 [4.1.4]【4.4.5、フ、釘

接着剤の覆顛

(DHりマーセメントモルタル
.JISA5557に甚づく一液反応硬化形変成シリコーン樹詣系

タイルリの工法

(D外装タイル
(油着張り ・改良圧着張り

・ユニットタイル

・マスウ彊り・モザイウタイル張り

シーリング改修特記仕様婁3章防水改修工による.

〔4.1.4][4.4.5、 9~15][4.5 9~15]

アン■ーヒ'ンの本敷注入口の笛所撤

(本/nt)(本/nt)(箇所ノ市)

一般部指定部一般郁指定郁(吐ノ箇所)
※25豪25※16

※20 豪12 崇20 楽25

※12 ※20 ※50

0.2以上~0.3 来満

0.3以上一0.5 素満

0.5以上一1 0 以下

注入口間隔(

^ 2m-3M

工法の種

・ンカーピンニング

部分エポキシ尉注入工注

・アンカーピンニング

全面エポキシ岳注入工注

・アンカーピンニング 2

全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・牲入口付アンカーピンニング 6

郁分エポキシ樹注入工注

・注入口付アンカーピンニング 96

全面エポキシ樹注入工法

・注入口付アンカービンニンヴ 96

全面ポリマーセメントスラリー注入工生

完填工怯
二 二二・モルタル埜曽え工法

アンカーピンの材貴

崇ステンレス銅(SUS3叫呼ぴ径●聞の丸棒で全ネジ切り加工Lたもの

注入口付アンカーピンの材

※ステンレス SUS304 呼び径外径噺昂程度

注入工法用村料

・ポリマーセメントスラリー

広がり遼度長さ変化量 曲げ性能引張棲着性 吸水性

(材酎28日) 02時間)収 (材齢28日)C '

("/m52) (N/1剛52) (")"

3以下 5.0以上 15以下0.5以上3以上

保水係數 0 35~0.55 粘係數 0.50~ 1.00

充填工庄用村料

・エポキシ"モルタル

・ポリマーセメントモルタル

モルタル埜谷え工法用材料

・現場餌合村料

(セメントは改修特記仕樺書8-2 コンクリートエ事による)

・既調合材料(
既製目地村

・使用する(形状・図示による
仕上げ厚又は全塗庫が2烏凱を超える場合の括置

.50-1卯

・1伽~200

.150~250

〔4 1.4]〔4.4.5、 6]

注入量(d/島)

・ 30

( 2 )

ξ)淳き郁改修工法

年度

令和8年7月

細尺 図面看号

[4.1.4]【4.3.9、 10]

(シタイルの形状、寸垂捧

・ 40

フン1ービンの本敷

本肋

一般都指定部
※16 ※25

・ 49

70

130

工法の横顕

・ンカービンニング

都分エボキシ樹注入工法

アンカーピンニン 3

全面エポキシ樹尉注入工法
・アンカーピンニング 3

全面州りマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

却分エポキシ闘注入工注

注入口付フンカーピンニング

全面エポキシ樹詣注入工法

・注入口付アンカーピンニング 99

全面ポリマーセメントスラリー注入工法・

・注入口付アンカーピンニング

エボキシ樹靭注入タイル固定工法

・タイル部分張り替え工庄

・タイル張り替え工法

アンカーピンの村質

※ステンレス鯛(SUS304)呼び径^の丸梓で全ネジ切り加工したもの

注入口付アンカーピンの村質

崇ス〒ンレス鋼(別S3叫呼ぴ径外径伽,租度

C)タイル都分張讐え工法
擡着剤の種類

(DNりマーセメントモルタル
・JISA5557に基づく一液反応硬化影変成シリコーン樹詣系

タイル張りの工生

C》ト鐘タイル
(淀着張り ・改良圧着張り

・ユニットタイル

.マスウ張り.モザイクタイル張り

シーリング改修特記仕榛書3章防水改修工事による

シーリング材の糧頬

打継ぎ昌地、ひび割れ誘発目地

楽ポリウレタン系

伸縮偶整目地モの他の目地

濠変成シリコーン系

シーリングのその他事項は、

●目地ひぴ割れ郁改修工法
C淋縮調整目地改修工法
伸調整目地の位及び寸法

a図示による
シーリングは、改修特記仕様書第3 防水改修工事による.

・行う

行わない

う

・行わない

行う

・行わない

行う

・行わない

[4.1.4][4.3.11~16]

注入口の価所敷

(笛所市)

タイルの影状、寸法等
寸法生材料吸京皐による区分

施工笛所
遷用 1顛亘類■

村の

()製作タイル

RC覆

榔皐的な曲がりの役は一体成形とする.

本煉き

(1Xテう(施工曲所:各棟
張り

・行う嫡、仕様等は回示による

C)製作敷量
タイルの桓畑

(:沖タイル

@2面役タイル
曲がり役

(D3西役タイル
曲がり役物

標串的な曲がりの役は一体成形とする.

訂正

石絶含有材の処理

除去対叡範囲

・園示による・外壁吹付け材撤去都

除去工法

※改修標準仕様書9.1.3 (2)(ア)による

・湿潤化、集により行う

塗叢の橿

令和

うわぐすり

ゆう伶う

歓鯛面

上塗り等級( 1)紐

つき面

上塗り )級

コンウリート面及び押

セメント板面

アルミ面

( 1)級

()つや合成樹弼コンー
エマルションペ

内の鉄鯛面

イント塗り(仔+)内の亜鉛めっき面
・合成樹吻エマルションペイント塗り圧P)

合吻エマルシヨン槙様塗料塗り正P-T)

・ウレタン樹腐ワニスリ(Uの

ステイン塗り

・木村保護塗料塗り儒ユ)

年 月 日

りの

C周候性塗料塗り
ΦP

色

ロ.4.2、 3]

止め塗の別

4.4.5、き

凍害性

有無り

行わない

4所わない

.注色グレー

ースター特殊面状)

注色木賊色

・注色グレー

ースター特殊面状)

スター(特殊面状・水物)

ス,ー(特殊面状)接差

A種

A種

A種

※8種・A種

豪B糧・A積

楽B桓・貞穫

フ.4.2(1Xイ)化)

による

7 4.2 (1)(イX.)

による

除去した石絶含吹付け村等の処分

・立処分(管理型最終処分場)

・中間処理(溶怠施設又は無害化処理掩

7 Φ下地調整

塗装面
塗、

改修仕様書

7 8.21こよる

改修標準仕禄書

フ.8.3による

5.2~フ.12 2

工程

新規

改修単仕様書

フ.8.21tよる

改修標皐

=よる

・ A-1種

・ B-1襖

C-1種

メーカー仕様

による

B 楽B臣

濠^ 楽A糧

巌B臣濠B種

B極 A種楽A種

峯^ 峯^

楽^ ・A

※製

メントス〒イン埜り

・オイルステイン塗り(OS)

崇^濠^ ・A

考

NO S0昌 le

製造所・品名

株)LI×1L

(株)丸英

株)讓陣社

課長

国立大学法人

課長械佐

耐久性

(劣化曲げ強さ
剖卵52

5.0以上

・ A覆

・A

特一02

一般部指定郁

園

・ A種

・ B種

・ A糧

塗え問槙の堪合の既存撞腹の除去囲

区劣化都分は除去し、活膜部分は残す
・図示による

下地謡整

Φ目地改修工注

成影側

按着

接着

奈良先端科学技術大学院大学

専門員係長

14箱(27.フ

8箱(15.8■2)

3箱(5.島2)

1箱 15 m

1箱巧m

1箱 15 m

1箱 50箇所

・ A種

特注色

特注色

仲注色

耐候性塗料塗りα炉

柑定色

学際融合堆研覽棟2号館(ⅧL棟)そひ色モひいろ N-フ"

"一含52木賊色とくさいろ勧実験施設剖棟)

楽大日本インキ「日本の伝靴色」第6版

つや有合成樹腐エマルションペイント塗(臼'メタリツク

造所・製品名

水性ファインメタリツケ 同等品エスケー化研

インターナショナルペイント水性メタルコートシルバー 同等晶

豪外壁塗装を行う興囲は下地調整材(C-1 塗を全面行うこと.

つや有合成樹防エマルションペイント塗り(コン刎一1面、 U,1画、プラ"一面、せっこう本'ード画、

モの他*'ード面)の挫えの場合のしみ止め

豪改修標準仕橡書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

逸存塗装面ゆず肌仕上1"を補修した合、ゆず肌仕上げにすること.

者

素地面の種顛

不明 りの場

木都
透明塗料塗りの堰合

画

亜鉛めつき嗣面

亜鉛めっき韻面

(鍋製建具等

モルタル面及び

せっこうプラスター面

コンウリート面僻以外、

ALCパネル面

押出成形セメント板面

コンクリート面帥

せっこうボード面及び

モの他ボード面

プレインカラーネオペースカラー

磁魯質施粕色合わせ)

工名

0錦止め堕料塗り

改修特記仕様書3章防水改修工事による.

[4.1 4][4.4.5、 16]

下地謹整の種別

塗え

陀種

9 ・石含有建材の
事前詞査結果

国面名魯

ロ.2.1~フ]

止め螢料塗りの種別

素地面 止め塗の

※C種え
Sm

新般見え掛り※A種
(工租の橿別は麦7.4.3

斬規見え隠れ崇B覆

※C種え
EP-G

新規見え掛り※A種
面 C工程の種別は嚢7.4.3)

斬え隠れ崇B種

B種塗曽え
叶

住程の種別は表74.4
※A種

鉄領面の鶚を改修敷量と込む

奈良先端大バイオサイエンスD棟外壁改修工

ひぴ割れ郁の補修

特記仕様

・ RA糧

・ RC種

・陥臣

砂瞳

石鵜害〒防規第3条第5項に茎づく事前調査における石紬分析結果
・外壁タイル(目地+下地)不検出

・外壁仕上塗村

塗村及び下地餌整材と息われる郁分に含有刎リ,イ1検出(0.1-5努)

殿仕上塗村(ゆず肌仕上げ)

下地調村と思われる郁分に含刎"イ'検出(0.1-5号)

詳紀資料(証明書及び報告書)は契約後に提供する.

なお、上記以外で詞査が必要な場合は、1章石鶴含有建材の調査に従い実族する.

[9.1.3]
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学際融合価城
研究樟1号館

課長

国立大学法人

課補佐
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/

配図 S=V2,800

奈良先端科学技術大学院大学

専門係長

一

ノ

ノ

工名

■酬名称
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改

工

工事概要

建物

■バイオサイエンスD棟外壁改修

工事項目

1.外壁の改

2.塗順防水塗替え改修

3.屋外階段床等の改修床防水

4.シーリング打え改修

5.製部の塗装替え改修

6.外壁の塗装替え改修

フ.その他

外壁補修數量表(考数量)

部位・工法

工内容

外壁:浮き・欠損修【コンクリート面、タイル面】 外壁:エフロレッセンス補修【コンクリート面、タイル面】外壁:ひぴ割れ修【コンクリート面、タイル面】

屋上パラペット:既存塗膜防水高圧洗浄(101"pa)、下地調整(ポリマーセメントモルタルにより平滑に補修)の上ウレタン系塗膜防水(X-2工法)新設

コンクリート床:既存塗腹防水高圧洗浄nanP8)、下地調整(ポリマーセメントモルタルにより平滑に補)の上防滑性ウレタン系塗膜防水(X-2工法)新設

アルミ製建周囲・銅製建周囲・打継目地・誘発目地・化粧目地・コンクリート鉄部取合い部、シーリング打ち替え

既存銅製建製手摺・スチ・ムプレート下地整(RB種)の上DP塗装建具調整

既存コンクリート打放しの上、 FUE(メタリッウ塗装)、高圧洗浄(10叩a)、下地調整材(C-1)塗の上、印 G メタリック塗装(一部ゆず肌仕上げ)

アルミ・製建ガラス面:イオンデポジット除去(ウロコ落とし

アルミ建具:建枠清掃

アルミ笠木(避雷導体付):,拭

樹木枝払し、:樹 3m枝張2m幹径0.28 樹 3m枝張2m幹径0.31mX4 高5m枝張3m幹径0.31mX4 樹 6m枝張4m幹径0.38m

入・手摺部化粧ボルト用穴:穿孔穴拡大(Φ15n栃→ 18mm)、鯖止め処理の上、 DP塗装

バイオサイエンスD 北棟及ぴ義棟

単位

ひび割

補修

塗装面

外補修図

ひぴ割れ補

ひび割

,イル面下

数量合計

浮き

(欠損
補

塗装面

rΥ1

(塗装面)

0

0

年度

令和8年7月

国両細尺

『11

エフロ

補修

5.1

0

0

市

0

圧洗浄(10Mpa)
コン刎ートひび割れ部エホ'"樹脂注入
下地調整塗材C1 吹付面の上

バターンあせ上 り

2.3

0

0

平面

ウ'レー

8.6

個所

0

0

ひび割れ修(タイル面下

16

0

平面

ラス,ー

0

0

外壁タイル修

タイル張替工法

役物

ウ'レー

0

0

0.3

平面

着色

0

訂正

市

0

0

0.1

0.1

令和

0.3

0

年

0.フ

0.1

月

0.1

役物 役物

ラスター特葺面樹、スター特殊画樹
*切りタイプ

2 2

カッター切り

,イル(下地孤"共)撤去

コンウリートひび!れ部エホ'キシ樹脂注入
,イル張り(下地モ1"共)

圧洗; 10Ma)

0.1

日

2

0

浮都補

0.3

0.1

0

0

0

rrl

(塗装面)

0.1

0.1

0

役物

ラス,一儒殊画W

3面

※全タイル面は高圧洗浄を行うこと

0

0

0.1

0

0

アンカーヒン

ニンウ、部分

エホキシ樹脂
注入工法

市

0.1

0

箇所

0

0.1

0

圧洗浄(10Mpa)
フンカービンニンウ'エホ'"樹脂注入

下地調材CI(吹付面)の上

バターンあせ上塗材_塗り

ホ'りサルファイト'

シーリンウ'

15×20

0

0.1

欠損部補修(タイル面)

0

0.2

0

キ'りサ鳥ファイド

シーリンウ'

5×10

0.2

0.1

0

0.1

リサ見ファイド

シーリンゲ

5 ×フ

0

0.6

10.8

1.100

シーリング打ち替え

カヴ,一切り

タイル(下地モル"共)撤去

,イル張り(下地モル,ル共)の上

圧洗浄(10M 8)

10.8

査成シリコン

シーリンウ'

15×10

21.6

174

613

A-02

浮き(欠

変成シリコン

シーリング

10×10

餌4

124

※コン刎ート面にひび割れがあった場合は

ひびれ修(,イル面)による

※全タイル面は高圧洗浄を行うこと。

1,122

1,121

205

260

2,708

278

1' 659

露筋部補修(塗装面)

『TI

0

1.4

5.フ

高圧洗浄(10Mpa)
浮部撤去(さぴ止め料)
エホ'キシ樹脂モル"塗の上

ハ,ーンあせ後、仕上塗材塗y

4.フ

11 8

エフ口補修

高圧洗浄(10MP8)の上
酸洗にて洗浄

浮き部補修(タイル面)

aか所あたりの浮き面積0.25m2以上

のか所で適用する。)

※全タイル面は圧洗浄を行うこと。

奈良先端科学技術大学院大学

^係長 享門職謬

国立大学法人

^

^^

4

カヴ,一切り

,イ鳥(下地モル"共)撤去
,イ見張り(下地モル"共)の上

圧洗' 10M8

浮き部補修(タイル面

1か所あたりの浮き面積0.25m2未満

のか所で適用する。)

倹"
^^

工事名

奈良先大バイオサイエンスD 外壁改修工事

高圧洗浄(10Mpa)の上
フンカービンニンク'

エホ'"樹脂注入

49 m2

概要外補修図・数表
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6

平面図

18.6伽

年度

令和8年7月

園西喬号知尺

1'500

.

3 100 6 200 6.2伽

71.3卯

6.200 3,1伽 6,200 6,2伽 6.2伽 9,300

訂正 令和 年 月 B

6.200

9,3卯 3.100 6,200

31.000

工事,囲

6.200

J

6,200

71.3卯

6.200

3.1伽 6,200 6.200

27.900

6.200 6,200

課長課.補佐係長専門職担当者課長

念四畿"忌侮

国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学

担当者専門職

A-03

工事名

園酬名尊

奈良先端大バイオサイエンスD'外壁改修工事
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A部・B部・C部(外壁タイル等)
既存 45角磁器タイル貼り
改修外壁補修(ひぴ割れ、欠損、浮き部補修)の上、
高圧洗浄(10叩a)

D部(外壁塗装等)
コンウリート面仕上A種の上、メタリッケ塗装既存
一圧洗浄(10r叩a)、外壁補(ひび割れ、欠損、改
浮き部補修)跡、下地調整材(C-1)の上、 EP-G(メタリッウ)塗

G部(窓建具等)
既存 8連引い窓(間込XW2,375+W18,180+W2,375) XHI,97
改修建具周囲シーリンゲ打替え15×10
ガラス外面イオンデホ'ジット除去(ウロコ落とし)
建具清掃(枠共)

H部(スチールパ才、ル部等)
既存 W970XH3,975
改修下地調整(RB種)の上、DP塗装

J部(ヘ'ントキャップ等)
改修周囲シーリンゲ打替え10×10
清掃

K部(パラペット等)
既存アルミ笠木(避雷導体付)
改清拭

RF L
▼

7 F L
▼

6 FL
▼

5 FL
▼

ノー

C

A

B

ノ・A

4 F L
▼

ノ州

戸百,

3 F L
▼

・目

訂正

②

令和

①

.

年

2 F L
▼

月

凡例

^
^

日

I F L

▼リ

凡例

既存目地

全て打替え

ノーG

直●亜沈既""髄恥
区^醗既
匿●厘俺既
^

ひぴ割れ補修ケ所

剥落・剥鼈補修ケ所

エフ口補修ケ所

/G

RFL
▼

12,725

5×10

5×フ

15 × 20

ノー

ー^

/G

7 F L
▼

a

凡例

既存仕上

改仕上
及ぴ
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A部・B部・C部(外壁タイル等)
既存 45角磁器質タイル貼り
改修外壁補修(ひび割れ、欠、浮き部補修)の上、

圧洗浄(10mpa)

D部(外壁塗装等)
コン刎ート面仕上A の上、メタリッウ塗装既存
圧洗浄(10「11Pa)、外壁補(ひび割れ、欠損、改
浮き部補)跡、下地調整材(C-1)の上、印田(メタリッウ)塗装

E部(階段外壁塗装等)
既存コン刎ート面仕上A の上、メタリッウ塗装(ゆず肌仕上げ)
改修圧洗浄(10lrlpa)、外壁補(ひび割れ、欠損、
浮き部補修)跡、下地調整材(C-1)の上、 EP-G(メタ,jツウ)塗装
(ゆず肌仕上げ)

F部(階段床等)
改修既存コン刎ート高圧水洗いの上、防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床
立上りHI00

G部(窓建具等)
既存 8 連引違い窓(欄問込)(W2,375+W18,180+W2,375) X HI,970
既存堅軸回、窓 WI,260XHI,248
改修建具周囲シー1jンゲ打替え15×10
ガラス外面犲ンデホ'ジット除去(ウロコ落とし)
建具清掃(枠共)

H部(窓建具枠等)
既存 WI,60O X HI,400
改修下地調整(RB種)の上、DP塗装

H部(屋外階段製部等)
既存手摺H-150× 150×フ× 10
改修下地調整(RB種)の上、DP塗装

1部(鋼製扉等)
既存 WI,870 X H2,050 (+HI,575)
改修下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共)
建具周囲シーリンゲ打替え15×10
建具調整及び外面清

J部(ベントキャップ等)
改修周囲シーリング打替え10×10
清

K部(パラペット等)
既存アルミ笠木(避雷導体付)
改,拭
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A部・B部・C部(外壁タイル等)
既存 45角磁器タイル貼り
改修外壁補修(ひび割れ、欠、浮き部補修)の上、
高圧洗浄(10lnpa)

D部(外壁塗装等)
既存コン刎ート面仕上A種の上、メタリッケ塗装
改修高圧洗浄(10叩a)、外壁補(ひび割れ、欠損、
浮き部補修)跡、下地調整材(C-1)の上、印一G(メタリッウ)塗装

E部(階段外壁塗装等)
既存コン刎ート面仕上A種の上、"りツク塗装(ゆず肌仕上げ)
改修高圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひび割れ、欠損、
浮き部補修)跡、下地調材(C-1)の上、印一G(メタリッウ)塗装
(ゆず肌仕上げ)

F部(階段床等)
改修既存コン刎ート圧水洗いの上、防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床面、
立上りHI00

G部(窓建具等)
既存 8連引い窓(問込XW2,375+W18,180+W2,375) XHI,970
既存引きい窓 W2,375XHI,970
改建具周囲シーリング打替え15×10
ガラス外面イオンデホ'ジ外除去(ウロコ落とし)
建具清掃(枠共)

H部(屋外階段鋼製部等)
手摺H-150× 150×フ× 10既存
下地調整(RB種)の上、 DP塗装改

K部(パラペット等)
既存アルミ笠木(避雷導体付)
改修清拭

工事範囲
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A部・B部・C部(外壁タイル等)
既存 45角磁器タイル貼り
改修外壁補(ひぴ割れ、欠損、浮き部補修)の上、高圧洗浄(10叩a)

D部(外壁塗装等)
既存ユンウ1jート面仕上A の上、メタリッケ塗装
改修高圧洗浄(1mpa)、外壁補修(ひび割れ、欠損、
浮き部補修)跡、下地調整材(C-1)の上、印一G(メタリッウ)塗装

E部(階段外壁塗装等)
コン刎ート面仕上A の上、メタリック塗装(ゆず肌仕上げ)既存
高圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひぴ割れ、欠損、改
浮き部補修)跡、下地調整材(C-1)の上、印一G(メタリッウ)塗装
(ゆず肌仕上げ)

F部(階段床等)
改修既存コン刎ート高圧水洗いの上、防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床面、
立上りHI00

G部(窓建具等)
既存引きい窓 W2,375XHI,970
既存 8連引違い窓(欄間込)(W2,375+W18,180+W2,375) X HI,970
改修建具周囲シーリンゲ打替え15×10
ガラス外面犲ンデホ'ジット除去(ウロコ落とし)
建具清掃(枠共)

H部(屋外階段製部等)
既存手摺H-150× 150×フ× 10
改修下地調整(RB種)の上、DP塗装

1部(鋼製扉等)
存 W2,90O X H2,975
下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共)
建具周囲シーリンゲ打替え15×10
建具調整及ぴ外面清掃

J部(ヘ'ントキャヴプ等)
改周囲シーリンゲ打替え10×10

掃

K部(パラペット等)
既存アルミ笠木(避雷導体付)
改修清拭
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A部・B部・C部(外壁タイル等)
既存 45角磁器タイル貼り
改修外壁補(ひび 1れ、欠損、浮き部補修)の上、
高圧洗浄(1α11Pa)

D部(外壁塗装等)
コン刎ート面仕上A種の上、メタリック塗装既存
高圧洗浄(10叩a)、外壁補(ひぴ割れ、欠損、改
浮き部補修)跡、下地調材(C-1)の上、 EP-G(メタリッケ)塗装

G部(窓建具等)
既存 W2,375 XHI,970
改修建具周囲シーリンウ、打替え15×10
ガラス外面イオンテ'ホジット除去(ウロコ落とし)
建具清掃(枠共)

K部(パラペット等)
既存アルミ笠木(避体付)

改修清拭

L部(塗膜防水壁等)
既存ウレタン塗膜防水
改修高圧水洗いの上、ウレタン塗膜防水(X-2)

既存ウタン竺腹防水
改修水洗いの上、ウレ,ン竺壊防永X-2

アルミ笠木(既製品)欝.135
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屋外階段詳細図

既存
改修
H-150×150×フ×10 FE

下地調整(RB種)の上、 DP塗装

既存
改修

GL+31 00

H-150×150×フ×10 FE

下地調整(RB種)の上、 DP塗装

既存
改修

西

既存
改修

H-300×150×6.5×9 溶融亜鉛メッキの上 FE
下地調整(RB種)の上、 DP塗装

H-150×150×フ×10 FE

下地調整(RB種)の上、 DP塗装

既存 H-300×150×6.5×9 溶融亜鉛メッキの上 FE

改修下地調整(RB種)の上、DP塗装

コンクリート面仕上A種 FU (メタリック)(ゆず肌仕上げ)

高圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、 EP-G塗装(ゆず肌仕上げ)

7FL-

既存
改修
H-150×150×フ×10 FE

下地調整(RB種)の上、 DP塗装

6FL

既存
改修
H-150×150×フ×10 FE

下地調整(RB種)の上、 DP塗装

改修

5FL-

、

水切 20

^

y既存
改修

既存コン刎ート高圧水洗い(10叩a)の上、
防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床面、立上りHI00

GRCパネル FU(メタリック)(ゆず肌仕上げ)
高圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、

、、
^
^

既存
改修

ー.,、、
▲.
^

H-150×150×フ×10 FE

下地調整(RB種)の上、 DP塗装

,▲

改修

改修

^
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^

既存
改修

既存コンクリート高圧水洗い(10叩a)の上、
防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床面、立上りHI00

既存コン刎ート圧水洗いaompa)の上、
防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床面、立上りHI00

駅Cパネル FU(メタリック)(ゆず肌仕上げ)
圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、 EP-G塗装(ゆず肌仕上げ)

^
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日

既存コン刎ート高圧水洗い(10叩a)の上、
防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床面、立上りHI00

GRCパネル FU(メタリックXゆず肌仕上げ)
高圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、 EP-G塗装(ゆず肌仕上げ)
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、
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改修

照明(設備^

冒

既存
改修

既存コン刎ート圧水洗い(10叩a)の上、
防滑性ウレタン塗腹防水(X-2)床面、立上り印00

GRCパネル FU(メタリック)(ゆず肌仕上げ)
圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、 EP-G塗装(ゆず肌仕上げ)

EP-G塗装(ゆず肌仕上げ)
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既存
改修

既存コン刎ート圧水洗い(10mpa)の上、
防滑性ウレタン塗腰防水(X-2)床面、立上りHI00

敬Cパネル FU(メタリックXゆず肌仕上げ)
圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひぴ割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、印一G塗装(ゆず肌仕上げ)
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既存コン刎ート高圧水洗い(10叩a)の上、
防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床面、立上りHI00

肌Cパネル FU(メタリック)(ゆず肌仕上げ)
高圧洗浄(10叩a)、外壁補修(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、 EP-G塗装(ゆず肌仕上げ)

既存
改修

ミ1
ヌL_、

WI,870 X HI,248
下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共)

建具周囲シーリンウ、打替え15×10

建具外面清掃

A-09

GL

、、

既存
改修

,

WI,870 X HI,248
下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共)

建具周囲シーリンゲ打替え15×10

建具外面清掃

既存
改修
WI,釘O X HI,248
下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共)

建具周囲シーリンゲ打替え15×10

建具外面清掃

備工事)

既存
改修
WI,釘O X HI,248
下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共)

建具周囲シーリンク、打替え15×10

建具外面清掃

既存
改修
WI,釘O X HI,248
下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共)

建具周囲シーリンゲ打替え15×10

建具外面清掃

PL-3FE

既存
改修

課長

国立大学法人

課畏補佐

水切W=20

WI,釘O X HI,248
下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共

建具周囲シーリング打替え15×10

建具外面清掃

ニー

奈良先端科学技術大学院大学

^係 専門職

既存
改修

ーー食》
ー=細図1

WI,釘O X HI,248
下地調整(RB種)の上、外面DP塗装(枠小口共)

建具周囲シーリンゲ打替え15×10

建具外面清掃

工事名

奈良先大バイオサイエンスD 外壁改修工

年度

令和8年7月
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階段詳細図

既存

改修

改修

H-300×150×6.5×9

溶融亜鉛メッキの上 F[
下地整(RB種)の上、DP塗装

既存

改修

既存コンウリート高圧水洗い0α1φa の上、
防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)床面、立上りHI

手摺 H-150×150×フ×10
溶融亜鉛メッキの上 FE
下地整 RB種の上、 DP塗装

改修 化粧ボルト用穿孔穴拡大(Φ15卿一 18n肋)

鋳止め処理の上、DP塗装

平面詳細図

直丞国

既存
改修
コンクリート面仕上A種 FU (メタリック)
高圧洗浄(101叩a)、外補(ひび割れ、

FL-50

欠損、浮き部)跡、下地整(C-1)の上、 P-G

目地1-'

10

中間踊場横断面詳細図

.0冒●

ステンレス

キャスターレー

刀' 1;、刀' 1i-"'易一怖

472

V75

ドアストッパー

Ⅱ

1000

20

0

950

75

中間踊場縦断面詳細図

外観図

呉

4072.5

3

150

奈良先大バイオサイエンスD棟外壁改修工

既存
改修

2600

(ゆず肌上げ

乃

950

0

YI

コンクリート面仕上 A種 FU(メタリックXゆず肌仕上げ)
高圧洗浄 10mpa)、外壁補修(ひぴ割れ、
欠損、浮き部修)跡、下地調整(C-1)の上、

EP田塗装ゆず肌仕上げ)

C゛

1盟r'

既存
改修

既存 GRCバネル FU(メタリック)
改修圧洗浄(10mpa)、外壁補修(ひび割れ、
欠、浮き部補修)跡、下地整(C-1)の上、
印一G塗装(ゆず肌仕上げ)

H-150×150×フ×10 溶融亜鉛メッキの上 FE
下地調整(RB )の上、DP塗装

既存
改修

手摺取付
下地調整

既存照明

既存
改修

訂正

FB-25×65 溶融亜鉛メッキの上 FE
R )の上、 DP塗装

既存
改修

H-150×150×フ×10 FE

下地調甍(RB種)の上、 DP塗装

既存 GRCバネル FU(メタリック)
改修圧洗浄(10mpa)、外壁補修(ひび割れ、
欠、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、
印一G塗装(ゆず肌仕上げ)

令和

⑱

コンクリート面仕上 A FU (メタリック
高圧洗浄(1011φa)、外壁補修(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、 EP-G塗装

年 月

凡 50

既存
改修

日

L-50×50×4 溶融亜鉛メッキのうえ F[
H-300×150×6.5×9 溶融亜鉛メッキの上 FE
下地調(RB種の上、DP塗装

V30

250

コンクリート面仕上A種 FU (メタリック)
高圧洗浄(10脚a)、外壁修(ひぴ割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調(C-1)の上、
印一G塗装(ゆず肌仕上げ)

外壁目地詳細図

25

入扉詳細図

既存
改修

水
、
、

や

240

既存
改修

コンクリート面仕上A種 FU (メタリック)
高圧洗浄(10"1Pa)、外壁補(ひぴれ、
欠、浮き部補)跡、下地調整(C-1)の上、
印一G塗装(ゆず肌仕上げ)

H-150×150×フ×10 溶融亜鉛メッキの上 FE
下地調整(RB種)の上、 DP塗装

既存手摺取付 FB-25×65 溶融亜鉛メッキの上 FE
FE既設手摺 H-150×150×フ×10 溶融亜鉛メッキの上

改修下地整 RB種の上、DP塗装

既存
改修

基準階階段2 搬入扉詳細図 140

GRC製パネル FU(メタリックXゆず肌仕上げ)
高圧洗浄(101叩a)、外壁補修(ひぴ割れ、
欠損、浮き都補修)跡、下地調整(C-1)の上、
EP-G塗装(ゆず肌仕上げ)

ンスリップタイノ
25

水勾配1100

既存
改修

水切目地W=2α叩

15

25

GRC 規格ボード t16 FU(メタリック)
高圧洗浄 10111Pa)、外壁補修(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、
印一G塗装ゆず肌仕上げ)

窓

床:コンクリート、巾木:モルタル金鰻仕上H=50
高水洗い 10叩a)の上、防滑性ウレタン塗膜防水(X-2)

20×20

コンクリート面仕上 A種 FU(メタリックXゆず肌仕上げ)
圧洗浄(10叩a)、外壁補(ひぴ割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調(C-1)の上、

EP-G塗装ゆず肌仕上げ)

*打100は要調整

目地

既存
改修

元

厘駈画

V50

手摺取付 FB-25×65 溶融亜鉛メッキの上 Fε
手 H-150×150×フ×10 溶亜鉛メッキの上FE
下地・(R )の上、DP塗装

ユニットタイル張の場合

ーフ5×40X XI0

L-9 100×100
W-50×25

外 化粧目地

既存 GRC 規格ボード t16 FU(メタリックXゆず肌仕上げ)
改修高圧洗浄(1αnpa)、外壁補(ひび割れ、
欠損、浮き部補修)跡、下地調整(C-1)の上、10

^

EP-G塗装(ゆ司'肌仕上げ水切パイプ 3ケ
r、

用自在キャスター(蝕車蛤,レール付き)

,圃,肩,匝,■皿,
イ奥'奥'奥奥'奥、
4奥奥、慶1奥'奥ト
奥'奥奥奥奥ト
'奥'奥.奥.奥:奥)
■里■盟■

歴画面

^^晒豆

詳細図(2)

年塵

令和8年7月

図面号納尺

A-10

12

リート■仕上'檀の場合

PL-9

外壁RC誘発自地

[ーフ5×40×10

フ75

打込断熱村

20

V40

^'ノ'゛^ノヅιiι',Jニグ'i'グ'ノノ^^ι゛^^^^ノ

^

刀5

9 C-60×30
既存 GRC製バネル

刀5

20 3.600 20

%

重型ヒンジ 2ケ所

U N
20

ユニット,イル弧の場合

U バツウアツプ村
25 25×20

^

外

FU(メタリック)

フ75刀5

RC誘発目地

20

課

打

国立大学法人

課長補佐

・・ゾ、"

/

12 2

'、 t.}●

奈良先端科学技術大学院大学

専門職員 担当者係

yトタイル張の場合

4

外

外駿タイルは07醐の裏足付きとする゛1S娯格

④、@'*■"州師け'

RC誘発目地

シーリング告り,イル

打込断酷村

'ずし、^^^^^ι.^'ノ^^^^^ι一^'^ι、
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塔屋階段詳細図

LO 舮

3002.5

4 915

975

@

⑩面

1 2託

002.5

設備換気取付粋
FBI00×6 400×400 四周

RFL+1,100
V

850

顕1擬ゞ§.、24 3
1.000 0 =7 34

壬イ部山̂
^

取付補強 L-50×50X

改修下地調整(RB )上、
ラップA

樋下コンクリート貫

6Q0 850 0刀0

RFL+40b

蹟段1刃 T>'3Q012

FL+

Y13

刀0

@

面一

既存
改
ウレタン塗防水t2.0
高圧水洗い(10叩a)の上、ウレタン塗膜防水(X-2)

既存
改修

VI00

外壁磁器タイル張り
外壁補修(ひび割れ、欠
高圧洗浄(1α叩a)

塔屋階段詳細図

?瞳"

82

2 0 995

1口屋詳細図

X2

0

、浮き部補)の上、

既存
改修

(面枠共)
存外壁磁器質タイル張り
改修外壁補修(ひび割れ、欠損、浮き部補修)の上、
高圧洗浄(1α1ゆa)

ウレタン塗防水t2.0
高圧水洗い(1α1ゆa)の上、ウレタン塗膜防水 X-2)

260×11=2.860

6' 200

既存手摺 42.7φX3.5
既存手子 34φX3.2 @800
改修下地調整(RB種)の上、DP塗装

既存アルミ笠木(既製品洲=135
改修清拭

既存手摺 FB-25×65 溶融亜鉛メッキの上、FE
改下地調整(RB種)の上、DP塗装

ウレタン煉防水t2.0
高圧水洗い(1α叩8)の上、防;性ウレタン塗膜防水(X-2)

42.7 φ X2.3

34φX2.3

既存コンクリート打放し仕上撥水剤吹付
改修高圧洗浄(10hφ8)、外壁補修(ひび割れ、欠損、浮き部補修)

既存
改修

モルタル金コテ仕上

FB-50×9

スラブ筋に溶接

既存
改

1.200 43

既存
改修

コンクリート打放し仕上撥水剤吹付
高圧洗浄(101叩a)、外壁(ひび割れ、欠損、浮き部補修)

既存製扉 W90OXH2,150
改下地調整(RB種)の上、DP塗装両面枠共)

既存
改

水切り W=20

ウレタン塗防水
圧水洗い(1αnpa の上、
ウレタン塗膜防水 X-2

ヤ和

ウレタン塗膜防水t2.0
高圧水洗い(10WIP8)の上、ウレタン塗腹防水 X-2)

EV機械室メンテナンス用階段

月日

29.5

③面

X2

既存
改修
外壁磁器タイル張り
外補修(ひぴ割れ、欠損、浮き部補

圧洗浄(10lnpa)

既存
改修
ウレタン塗膜防水t2.0
高圧水洗い(10mP8)の上、ウレタン塗腹防水(X-2)

既存
改修

ササラー200×80
X7.5×11

断熱シート防水

既存
改修

段巾W*900

コンクリート面仕上A種の上、メタリック塗装
高圧洗浄(10眸a)、外壁補修(ひび割れ、欠損、
浮き部補)跡、下地整材(C-1)の上、 EP-G(メタリ、ウ)塗装

)の上、

ν30

手摺 FB-25×65 溶融亜鉛メッキの上、 FE
下地謂整(R の上、DP塗装

1.300

塔屋詳細図

既存
改修

0

メンテナンス階段
下地、整(RB種)の上、 DP塗装

既存外壁磁器タイル張り

既*0卿.や'
改修外壁補修(ひび割、欠

化奄地

PCH -4.5

水溝 20×20

960 @240×4)

1,2

P B -12

24

960

既存手摺 FB-25×65
改修下地調(R )

ウレタン塗膜防水t2.0
圧水洗い(10111P8)の上、
防;性ウレタン塗防水(X-2)

既存
改修

4 10

粧目地

1 /75

、浮き都補修)の上、

既存
改修

RF +50

既存
改修

ウレタン塗防水
高圧水洗い(10lnpa)の上、
防滑性ウレタン塗防水(X-2)

X20

コンクリート打放し仕上
高圧洗浄aompa)、外壁補

*鉄部は全て溶融亜鉛メッキの上FE

塔屋パラペット天

「酉一、Π

既存
改修

既存
改修

亜鉛メッキの上、 FE
DP塗装

既存
改修

手摺 FB-25×65 溶融亜鉛メ、キ上、 FE
下地調整(R )の上、DP塗装

ウレタン塗膜防水t2.0
高圧水洗い(10叩8)の上、ウレタン腹水(X-2)

RIFL

既存手摺 FB-25X飾溶融亜鉛メッ
既存メンテナンス階段
改修下地調整(RB種)の上、DP塗装

6,200

^
LO

【. P1凡(水下コン天)
^

撥剤吹付
(び割れ、欠、浮き部補修

堅樋φ75VE

コンクリート打放し仕上
高圧洗浄 10叩a)、外壁補

年度

令和8年7月

園玉号尺

^
^

既存ウレン塗防水t2.0

改修高圧鳥洗い(10叩8)の上、
防水(X-2)ウレン塗

打t15)コンクリートこて仕 B種(

^

司4, FL土0
40

シート

「再面η

撥水剤吹付
(ひぴ割れ、欠損、浮き部補)

の上、 FE

④一⑥断面詳細図

つかみ金物
ステンレス

X22

(寸法は目地芯寸法)

既存
改修

R凡

メンテナンス階段
下地調(RB種)の上、DP塗装

、

A-11

課長

コン

国立大学法人

課補佐

^

町
.)゛

ν75

リ ト

ユンクリート面仕上B種

仕上B種

EV機室

^^

雑

奈良先端科学技術大学院大学

担当者係長 享門

^^

凡+50

.

コン

コンクリート平

1 ート

.

2,000

3 0×3 0 絶シート敷

^

工事名

国面名特

奈良先'大バイオサイエンスD 外壁改修工事

Y12

詳細図(3)

^
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